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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第61期

第１四半期連結
累計期間

第62期
第１四半期連結

累計期間
第61期

会計期間
自2022年１月１日
至2022年３月31日

自2023年１月１日
至2023年３月31日

自2022年１月１日
至2022年12月31日

売上高 （千円） 7,490,658 10,514,006 30,758,899

経常利益 （千円） 556,344 736,685 1,181,040

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 292,603 432,609 734,690

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 386,286 503,192 854,559

純資産額 （千円） 16,207,321 17,006,143 16,612,269

総資産額 （千円） 30,075,779 29,638,580 30,998,703

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 267.66 395.73 672.07

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 47.29 50.40 47.14

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

① 経営成績

当第１四半期連結累計期間の当社グループの経営成績につきましては、建設事業セグメント及び設備事業セグメ

ントにおいて前連結会計年度からの繰越工事の進捗等による影響から完成工事高が大幅に増加し、売上高は前年同

期比40.4％増の10,514,006千円となりました。

利益につきましては、売上高が増加した影響から、営業利益は前年同期比39.9％増の736,278千円、経常利益は

前年同期比32.4％増の736,685千円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比47.8％増の432,609千円とな

りました。

 

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

なお、下記のセグメント別営業利益には、セグメント間の内部取引に係る金額を含んでおります。

 

＜建設事業＞

建設事業セグメントに関しましては、前連結会計年度からの繰越工事の進捗等による影響から、売上高は前年同

期比59.7％増の3,595,355千円となりました。また、原価の低減が図れたことにより、営業利益は前年同期比

155.7％増の377,768千円となりました。

 

＜設備事業＞

設備事業セグメントに関しましては、当社において施工している大規模太陽光発電所工事の進捗等による影響か

ら、売上高は前年同期比208.2％増の2,771,133千円となりました。しかしながら、原材料価格の大幅な高騰や工法

の変更等の影響により収益の確保が難しく、営業損失2,847千円（前年同期は営業利益15,457千円）となりまし

た。

 

＜住宅事業＞

住宅事業セグメントに関しましては、連結子会社であるセキスイハイム山陽株式会社において引渡物件が減少し

た影響から、売上高は前年同期比3.1％減の3,551,252千円、営業利益は前年同期比2.3％減の174,012千円となりま

した。

 

＜不動産賃貸事業＞

不動産賃貸事業セグメントに関しましては、連結子会社である株式会社リブライフにおいて前年同期に販売用不

動産（土地）の売却により一時的に収益が増加した影響から、売上高は前年同期比15.6％減の424,080千円、営業

利益は前年同期比3.7％減の134,031千円となりました。

 

＜その他事業＞

その他事業セグメントに関しましては、売上高はほぼ横這いの前年同期比0.9％減の172,183千円となりました

が、時の経過に伴い減価償却費が減少したことにより、営業利益は前年同期比15.6％増の51,355千円となりまし

た。
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② 財政状態

（資産）

当第１四半期連結会計期間末の資産合計に関しましては、工事完成に伴い棚卸資産が減少した影響等により、

29,638,580千円（前連結会計年度末は30,998,703千円）となりました。

 

（負債）

当第１四半期連結会計期間末の負債合計に関しましては、工事完成に伴い未成工事受入金が減少した影響等か

ら、12,632,436千円（前連結会計年度末は14,386,434千円）となりました。

 

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末の純資産に関しましては、親会社株主に帰属する四半期純利益による利益剰余金

の増加等により、17,006,143千円（前連結会計年度末は16,612,269千円）となりました。

 

 

(2）経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

 

(3）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

 

(4）研究開発活動

該当事項はありません。

 

 

(5) 従業員数

当第１四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員数の著しい増減はありません。

 

 

(6) 生産、受注及び販売の実績

当第１四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。

 

 

(7) 主要な設備

当第１四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動はありません。また、新たに確定した重要な設備

の新設、除却等の計画はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 4,000,000

計 4,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2023年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（2023年５月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,153,263 1,153,263
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数は100株で

あります。

計 1,153,263 1,153,263 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2023年１月１日～
2023年３月31日

－ 1,153,263 － 764,815 － 705,825

 

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2023年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 60,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,091,900 10,919 －

単元未満株式 普通株式 1,363 － －

発行済株式総数  1,153,263 － －

総株主の議決権  － 10,919 －

 （注）「完全議決権株式（その他）」欄には、証券保管振替機構名義の株式が400株含まれております。また、
「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数４個が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2023年３月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

美樹工業株式会社
兵庫県姫路市北条
951番地１

60,000 － 60,000 5.20

計 － 60,000 － 60,000 5.20

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2023年１月１日から

2023年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年１月１日から2023年３月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、仰星監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金預金 2,847,253 2,904,040

受取手形・完成工事未収入金等 4,833,681 4,850,151

棚卸資産 5,656,948 4,366,095

預け金 46,265 55,689

その他 433,622 378,120

貸倒引当金 △3,389 △3,751

流動資産合計 13,814,383 12,550,345

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物（純額） 4,195,923 4,191,537

機械・運搬具（純額） 1,259,605 1,215,548

工具器具・備品（純額） 725,339 726,145

土地 9,213,573 9,213,573

リース資産（純額） 115,367 103,608

建設仮勘定 32,151 －

有形固定資産合計 15,541,961 15,450,413

無形固定資産   

リース資産 63,836 59,949

その他 18,260 18,270

無形固定資産合計 82,096 78,219

投資その他の資産   

投資有価証券 588,430 582,516

繰延税金資産 534,522 531,988

その他 447,056 454,844

貸倒引当金 △9,747 △9,747

投資その他の資産合計 1,560,261 1,559,601

固定資産合計 17,184,320 17,088,235

資産合計 30,998,703 29,638,580
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年３月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 2,676,953 2,363,992

短期借入金 1,749,000 2,150,000

１年内償還予定の社債 300,000 －

１年内返済予定の長期借入金 874,363 899,659

リース債務 58,968 56,900

未払法人税等 272,726 174,004

未成工事受入金 3,945,527 1,555,465

賞与引当金 166,324 341,121

役員賞与引当金 550 2,500

完成工事補償引当金 7,600 8,900

工事損失引当金 172,793 74,736

資産除去債務 39,000 39,000

その他 987,359 789,823

流動負債合計 11,251,166 8,456,103

固定負債   

社債 － 300,000

長期借入金 1,500,716 2,266,640

リース債務 124,569 110,553

退職給付に係る負債 743,858 727,005

役員退職慰労引当金 122,832 128,488

資産除去債務 281,631 281,872

その他 361,661 361,774

固定負債合計 3,135,268 4,176,333

負債合計 14,386,434 12,632,436

純資産の部   

株主資本   

資本金 764,815 764,815

資本剰余金 705,825 705,825

利益剰余金 13,191,210 13,514,501

自己株式 △110,378 △110,378

株主資本合計 14,551,472 14,874,763

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 58,570 60,812

退職給付に係る調整累計額 2,045 2,077

その他の包括利益累計額合計 60,615 62,890

非支配株主持分 2,000,181 2,068,490

純資産合計 16,612,269 17,006,143

負債純資産合計 30,998,703 29,638,580
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2022年１月１日
　至　2022年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年３月31日)

売上高 7,490,658 10,514,006

売上原価 5,723,370 8,599,488

売上総利益 1,767,288 1,914,518

販売費及び一般管理費 1,240,891 1,178,239

営業利益 526,396 736,278

営業外収益   

受取利息 2,172 1,560

受取配当金 － 79

持分法による投資利益 6,213 5,719

貸倒引当金戻入額 24,045 －

その他 4,848 5,471

営業外収益合計 37,280 12,829

営業外費用   

支払利息 5,534 5,735

その他 1,798 6,688

営業外費用合計 7,332 12,423

経常利益 556,344 736,685

特別利益   

投資有価証券売却益 － 2,517

特別利益合計 － 2,517

特別損失   

固定資産除却損 8,181 0

特別損失合計 8,181 0

税金等調整前四半期純利益 548,163 739,202

法人税等 178,167 238,283

四半期純利益 369,996 500,918

非支配株主に帰属する四半期純利益 77,392 68,309

親会社株主に帰属する四半期純利益 292,603 432,609
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2022年１月１日
　至　2022年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年３月31日)

四半期純利益 369,996 500,918

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 15,854 2,242

退職給付に係る調整額 436 32

その他の包括利益合計 16,290 2,274

四半期包括利益 386,286 503,192

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 308,893 434,883

非支配株主に係る四半期包括利益 77,392 68,309
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第

27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたっ

て適用することとしております。

なお、当該会計方針の変更が四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

　　保証債務

下記の債務に対して、保証を行っております。

 
前連結会計年度

（2022年12月31日）
当第１四半期連結会計期間

（2023年３月31日）

ユニット住宅購入者が

利用する住宅ローン
634,910千円 585,460千円

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2022年１月１日
至　2022年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2023年１月１日
至　2023年３月31日）

減価償却費 133,039千円 121,761千円

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自2022年１月１日　至2022年３月31日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年３月24日
定時株主総会

普通株式 120,250 110 2021年12月31日 2022年３月25日 利益剰余金

(注)　１株当たり配当額には設立60周年記念配当60円が含まれております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自2023年１月１日　至2023年３月31日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年３月23日
定時株主総会

普通株式 109,318 100 2022年12月31日 2023年３月24日 利益剰余金

(注)　１株当たり配当額には特別配当50円が含まれております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自2022年１月１日 至2022年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

        （単位 ： 千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３ 建設 設備 住宅 不動産賃貸 計

売上高          

一時点で移転される

財又はサービス
836,356 438,076 3,595,448 211,750 5,081,631 173,263 5,254,895 － 5,254,895

一定の期間にわたり

移転される財又は

サービス

1,412,482 461,085 69,085 － 1,942,652 － 1,942,652 － 1,942,652

顧客との契約から生

じる収益
2,248,838 899,161 3,664,533 211,750 7,024,283 173,263 7,197,547 － 7,197,547

その他の収益 2,226 － － 290,419 292,646 465 293,111 － 293,111

外部顧客への売上高 2,251,065 899,161 3,664,533 502,170 7,316,930 173,728 7,490,658 － 7,490,658

セグメント間の内部

売上高又は振替高
110 89,953 1,821 492 92,376 18 92,395 △92,395 －

計 2,251,175 989,114 3,666,354 502,662 7,409,307 173,747 7,583,054 △92,395 7,490,658

セグメント利益 147,726 15,457 178,190 139,206 480,581 44,427 525,008 1,388 526,396

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、損害保険代理店業、飲食事

業、太陽光発電事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額は、全額セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自2023年１月１日 至2023年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

        （単位 ： 千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３ 建設 設備 住宅 不動産賃貸 計

売上高          

一時点で移転される

財又はサービス
900,311 480,260 3,383,619 121,314 4,885,506 171,718 5,057,224 － 5,057,224

一定の期間にわたり

移転される財又は

サービス

2,695,044 2,290,872 167,633 － 5,153,550 － 5,153,550 － 5,153,550

顧客との契約から生

じる収益
3,595,355 2,771,133 3,551,252 121,314 10,039,056 171,718 10,210,775 － 10,210,775

その他の収益 － － － 302,765 302,765 465 303,230 － 303,230

外部顧客への売上高 3,595,355 2,771,133 3,551,252 424,080 10,341,822 172,183 10,514,006 － 10,514,006

セグメント間の内部

売上高又は振替高
2,683 98,540 775 426 102,425 12 102,437 △102,437 －

計 3,598,038 2,869,673 3,552,028 424,506 10,444,247 172,196 10,616,443 △102,437 10,514,006

セグメント利益又は

損失（△）
377,768 △2,847 174,012 134,031 682,965 51,355 734,321 1,957 736,278

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、損害保険代理店業、飲食事

業、太陽光発電事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額は、全額セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

 

EDINET提出書類

美樹工業株式会社(E00315)

四半期報告書

15/19



（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2022年１月１日
至　2022年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2023年１月１日
至　2023年３月31日）

１株当たり四半期純利益 267円66銭 395円73銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

（千円）
292,603 432,609

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益（千円）
292,603 432,609

普通株式の期中平均株式数（株） 1,093,182 1,093,182

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2023年５月11日

美樹工業株式会社

取締役会　御中

 

仰星監査法人

大阪事務所

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 稲積　博則

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 西田　直樹

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている美樹工業株式会

社の2023年１月１日から2023年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2023年１月１日から2023年３月

31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年１月１日から2023年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、美樹工業株式会社及び連結子会社の2023年３月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点

において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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